
プログラムの概要 

1） 課程名：認定看護師教育課程（B課程）感染管理分野 

2） 履修資格：学校教育法第 90条に規定する大学に入学することができる者。日本国の看

護師免許を有すること。看護師免許取得後、通算 5 年以上の看護実務経験を有してい

ること。通算 3年以上、感染管理に関わる活動実績（感染対策委員会、ICT、リンクナ

ース会等）を有すること。感染予防・管理において自身が実施したケア等の改善実績を

1事例以上有すること。 

3） 課程の目的・概要：感染管理分野において、以下の能力を育成する。 

① 個人、家族及び集団を対象に、医療関連感染予防を目的とした高度な管理能力並び

に高い臨床推論力と病態判断力を基盤として、熟練した看護技術及び専門的知識を活

用し、水準の高い看護を実践する能力。② 看護実践を通して、看護職に対し指導を行

う能力。③ 看護職等に対し、専門的知見に基づくコンサルテーションを行う能力。④ 

多職種と協働し、チーム医療におけるキーパーソンとして感染管理を推進する役割を

果たす能力。 

本課程は、公益社団法人日本看護協会が提示する感染管理認定看護師教育基準カリキ

ュラムに基づき、講義（対面授業、e-learning)、演習及び実習（臨地実習を含む）等で

構成する。 

4） 修了時に付与される資格等：履修証明書、特定行為研修修了証（厚生労働省様式 6）、

認定看護師教育課程（B課程）卒業証書（公益社団法人日本看護協会の認定看護師認定

審査受験資格） 

 


